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は じ め に 

兵庫 県 最 南 端 の 淡路 島 に 位置 する 南あわじ 市 は 、 周 囲 を 海 に 囲ま れ た 自然 豊か な まち で す 。 現 

代 に いた る まで 、 こ こ に 暮らし て きた 人 々  は 、 こ の 環境 や 海上 交通 を 活か し て 盛ん に 他 地 域 の 

人 々 と 様々 な 交流 を 行っ て きた と 思わ れ ま す 。 平 成 27 年 4 月 に 発見 され た 松 帆 銅鏡 も 、 こ の よ 

うな 海 と 深い 関係 を 持つ 人 々 と 関連 する 遺物 と の 見 解 も 出 て お り 、 今 後 様々 な 分 野 で 調査 ・ 研 究 

の 進展 が 、 お お い に 期 待 さ れる と ころ で あり ます 。 

さて この 度 、 平 成 26 年 度 の 埋蔵 文化 財 調査 の 成果 概要 を 『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調査 年 報 世 』 

と し て 刊行 する こと に な り ま し た 。 今回 の 報告 は 、 榎 列 下 幡多 地区 所 在 の お の ころ 島 遺 跡 と 湊 里 

地区 所 在 の 平石 遺跡 な ど 3 地区 の 遺跡 と な っ て いま す 。 お の ころ 鳥 遺跡 は 古事 記 な ど に 記さ れ た 

日 本 で 最初 に 誕生 し た と され る “お の ご ろ 島 伝承 地 "′ の 一 つ で ある お の ころ 島 神 社 に 隣接 する 遺 

跡 で 、 古 墳 時 代 の 遺物 が 見 つか り ま し た 。 ま た 三原 川 河口 付近 に 位置 する 平石 遺跡 は 三原 平野 の 

中 心 と な る 集落 の 一 つ で 、 松 帆 銅 鐘 埋 納 推定 地 に 近く 、 こ れ ま で の 調査 で 同じ 弥生 時 代 の 遺構 ・ 

遺物 も 多数 確認 され て いる こと か ら 、 松 委 銅 鐘 を 考え る 上 で 鍵 に な る 遺跡 と 思わ れ ま す 。 

今後 し ば らく は 、 賠 場 整 備 事業 な ど 大 規模 な 開発 事業 も 続く と 思わ れ ま す が 、 教 育 委員 会 と し 

て も より 一 層 文 化 財 の 保護 ・ 活 用 に 努め て いく 所 存 で す の で 、 ご 支援 賜り ます よう よろ し く お 願 
いい た し ます 。 

最後 に な り ま し た が 、 調 査 及 び 本 書 を 作成 する に あたり 、 で ご 指導 ご 協力 いた だ いた 方 々 に 対し 

心 よ りお 礼 了 申し あげ ます 。 

平成 381 年 8 月 

南あわじ 市 教育 委員 会 
教育 長 浅井 伸行 

例 取 
1 . 本 書 は 、 兵 庫 県 南あわじ 市 教育 委員 会 が 2014 (平成 26) 年 度 に 実施 し た 埋蔵 文化 財 調 査 の 記録 で ある 。 

2. 調査 は 、 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調 査 事務 所 の 山崎 裕司 ・ 坂 口 弘 商 ・ 定 松 佳 重 ・ 的 崎 薫 が 担当 し た 。 

3. 田 土 遺物 の 整理 作業 は 、 赤 井 友 美 ・ 宇 治田 力 ・ 垣 脇 美奈 子 ・ 白 川 裕 二 ・ 富 岡 美 早 子 ・ 豊 田 亜希 子 ・ 

帝 本 善 美 ・ 概 本 早苗 ・ 松 下 逢 之 ・ 三 宅 靖 子 が 行っ た 。 

4. 本 書 の 編集 は 、 坂口 が 行っ た 。 執筆 ・ レ イア ウト に つい て は 文末 に 記し て いる 。 調査 担当 者 に つい て は 、 

調査 一 覧 表 に 記す 。 

5. 各 遺 跡 の 発掘 調査 お よび 本 書 作成 に あたっ て は 、 森 岡 秀 人 氏 に ご 協力 と ご 指導 を いた だ いた 。 こ こ に 

記し て 深く 感謝 の 意 を 表す る 。 
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第 1 節 埋蔵 文化 財 調 査 一 覧 表 お よび 調査 位置 図 

第 2 節 主 な 埋蔵 文化 財 調 査 の 成果 

・8 次 調査 ーー お の ころ 鳥 遺跡 (7 1 

石 遺 跡 (5 次 調査 ーー コ ] 2 

NC ua 嫁 ヶ 渕 遺跡 (6 次 調査 ) ・ 木 辺 遺跡 ・ 長 手 遺 跡 ・ 国 箱 廃 寺跡 (2 次 調査 ーーー 
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第 1 章 埋蔵 文化 財 事業 の 動向 

平成 26 年 度 は 、 分 布 調査 2 件 、 立 会 調査 2 件 、 試 掘 調査 1 件 、 確 認 調査 2 件 、 本 発掘 調査 2 件 を 実 

施し た 。 立会 ・ 試 掘 ・ 確 認 ・ 本 発掘 調査 の 調査 面積 の 合計 は 、5, 585.7 mf と な り 、 平 成 25 年 度 の 4, 358.2 

m よ り 約 1,280 の 増加 と な っ た 。 

主 な 発掘 調査 は 、 榎 列 下 幡多 地区 で の 民間 の 開発 事業 と 湊 里 地 区 の 県 営 園 場 整 備 事 業 に 伴う 本 発掘 調 

査 、 神 代 国 衛 へ 賀集 立川 瀬 地 区 で の 県 営 画 場 整備 事業 に 伴う 確認 調査 、 人 賀集 八幡 東 地 区 で の 民間 開発 事 

業 に 伴う 試掘 調査 1 件 、 賀 集 八幡 北 地区 で の 団体 営 園 場 整 備 事 業 に 伴う 分 布 調査 が 1 件 で 、 園 場 整 備 事 

業 に 伴う 調査 の 割合 が 高い が 、 民 間 事 業 に 伴う 調査 も 4 件 行っ た 。 そ の 内 湊 里 地区 の 平石 遺跡 で は 、 細 

文 時 代 前 期 へ 室町 時 代 の 遺構 ・ 遺 物 を 確認 し た 。 特 に 古代 ・ 中 世 の 遺 構 は 建物 群 を 形成 し て お り 、 三 原 

平野 の 中 心 的 集落 の 一 つ に な る こと が わか っ て きた 。 

平成 24 (2012) 年 度 

平成 25 (2018) 年 度 

平成 26 (2014) 年 度 

調査 量 と 職員 数 の 推移 1 
6 86 12 8 
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平成 24(2012) 年 度 吾 成 25(2018) 年 度 平成 26(2014) 年 疲 環 成 24(2012) 年 度 斑 成 25(2083) 年 度 吾 成 28(2044) 年 度 

調査 年 度 調査 年 度 
| デル 「 村 東 = 生生 和志 に 周 計 改 学 誤 当 ーー 臨時 職員 一 な 一 発掘 面積 
ロー 本 発 握 調 査 一 を 一 分布 調査 

調査 量 と 職員 数 の 推移 2 

啓蒙 普及 活動 と し て は 、『 発 掘 調査 速報 展 - 平成 25 

年 度 調 査 -』 を 平成 27 年 1 月 10 日 へ 3 

に 市 内 4 ヶ所 を 巡回 し た 後 、4 月 1 日 以降 は 、 新 庁舎 に 

て 展示 を 行っ た 。 ま た 西 淡 公 民 館 で ミニ 展示 の 展示 入れ 

替え を 2 回 行っ た 。 刊行 物 と し て は 上 記 速 報 展 の パン フ 

レッ ト と 上戸 原 遺跡 If』 を それ ぞ れ 発行 し た 。 ト ライ 

や る ウィ ー ク で は 、 三 原 ・ 広 田中 学 か ら そ れ ぞ れ 3 名 の 

生徒 の 受け 入れ を し 、 神 代 ・ 松 帆 小学 校 、 

へ の 出張 授業 な ど を 行っ た 。 ま た 夏休み 期間 中 に 市 内 

月 26 日 の 期間 

吉備 国際 大 学 

勾玉 作り の 様子 (広田 市 民 交 流 セ ンタ ー) 
4 ヶ所 の 施設 で 合計 198 人 の 児童 が 勾玉 作り を 体験 し た 。 
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因 査 の 成果 埋蔵 文化 財 第 2 章 
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一 覧 表 お よ 調査 埋蔵 文化 財 第 1 節 

調査 成果 
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事業 (民間 ) ター 建設 

(八幡 北 地区 ) 

周 査 位 置 図



第 2 節 主 な 埋蔵 文化 財 調 査 の 成果 
し ま 

お の ころ 島 遺 跡 7・8 次 調査 一 1 

所 在 地 榎 列 下 幡 多 字 下 幡多 804 番 地 1 外 
ム ・ 事 業 名 南あわじ 市 地域 密着 型 特別 養護 老人 ホ 

建設 事業 (民間 ) デイ サー ビス セン ター 

担当 者 山崎 裕司 

種 _ 別 本 発掘 ・ 確 認 調査 

調査 期間 平成 26 年 4 月 21 日 へ 5 月 8 日 

調査 面積 310 十 確 認 調 査 12 

調査 の 位置 

調査 内 容 

お の ころ 鳥 遺跡 は 三原 平野 北東 部 、 

1. 

角 州 と 扇 状 地 の 原川 中 流域 右岸 ・ 成 相川 中 流域 左岸 の 低 平 な 三 

中 世 の 遺 跡 で ある 。 

事業 地 西 側 に 隣接 する 防災 公園 (お の ころ コミ 

は 、 調 査 区 6 で 古墳 時 代 後期 を に 中心 と する 遺物 包含 層 が 確認 され 、 本 事業 地 北 部 に つい て も 遺跡 範囲 に 

含ま れる と 推定 され た た め 、 特 別 養護 老人 ホー ム 建 設 事業 に より 影響 を 受け る と 想定 され る 範囲 に つい 

境界 付近 に 位置 する 縄文 時 代 

ティ パー ク ) 建設 に 伴う 確認 調査 (6 次 調査 ) で ユー 

て 、 記 録 保存 の 本 発掘 調査 (7 次 調査 ) を 行う こと に な っ た 。 

また 当 調 査 と 並行 し て 事業 地 南 部 の ディ サー ビス セン ター 建設 事業 に 伴い 、 調 査 区 ふえ OoO に お いて 確 

認 調 査 (8 次 調査 ) を 行っ た が 、 遺 構 面 、 遺 物 包含 層 は 確認 で き な か っ た 。 確 認 調査 区 4 ・B で は 、 本 

調査 区 より さら に ベー ス 面 が 下がり 、 渦 朱 原 と 考え られ る 土 層 堆積 を 示し て いた 。 

遺構 1 は 流 路 状 、 遺 構 2 は 平坦 な 棚 状 を 呈し 、 遺 構 1 は 出土 遺物 が 少な か っ た が 、 遺 構 2 は 残り の 良 

調査 区 設定 図



い 6 世紀 初頭 前 後 の 土 器 が 多く 出土 し て いる 。 遺構 2 の 南側 は 確認 調査 区 ふ ・B へ 向かっ て 次 第 に ベー 

ス 面 が 下がっ て いく 。 

2. まとめ 

これ まで の 調査 結果 か ら 調 査 地 周 辺 は 成 相 川 の 池 薄 原 で 、 居 住地 と し て は 適さ な い 環 境 で あっ た と 考 

こ で 何ら か の 行為 や 作業 を 
マー 
ーー し か し 棚 状 を 呈す る 遺構 2 から は 多く の 土器 が 出土 し て お り 、 

行っ て いた と 考え られ る 。 

えら れる 。 

る 

以前 、 調 査 地 内 に は 出 湧 と 呼ば れる 湧 水 が 存在 し 、 南 側 の 扇 状 地 の 伏流 水 が 湧 出す る 場所 で あっ た 。 

水 場 と し て の 利用 、 あ る い は 祭礼 的 遺物 は 現在 の 所 未 発見 で ある が 、 水 に 関す る 祭祀 が 行わ れ た 可能 性 

(山崎 ) も 考え られ る 。 

て
 
て
 
い
い
 て
 

いい に ーー NNN いい 

10m (S=1/200) 

調査 区 平面 図 

10cm (St/ の ツ 

遺構 2 出土 遺物



ひら いし 

2 平石 遺跡 一 5 次 調査 一 

所 在 地 湊 里 字 犬 ノ 子 外 

経営 体育 成 基 盤 整備 事業 ( 淡 里 地区 ) 

担当 者 定 松 佳 重 ・ 的 崎 薫 ・ 山 崎 裕司 

種別 本 発掘 調査 立会 調査 

事業 名 

調査 期間 平成 26 年 6 月 9 日 へ 平成 27 年 2 月 6 日 

調査 面積 3,989.3 刀 十 立会 調査 306.4 m 

調査 の 位置 

調査 内 容 
本 調査 対象 地 は 淡路 島 最 大 の 平野 で ある 
播磨 燥 に 面 し 、 主 要 河 川 で ある 大 日 川 と 

する 左岸 に 位置 する 。 

1. 

原平 野 が CK 
原川 が 合流 いい 

平成 21 年 度 に 実施 し た 遺 炉 範囲 確認 調査 で は 太 生 > ゃ 2 

※. 
< 時 代 ー 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 を 広範 囲 で 確認 し 、 事 業 実施 。 

に よっ て 遺跡 に 影響 の 及ぶ 範囲 の み 平成 24 年 度 よ り ペン ろう 
ン ン いい っ 

区 

G) 
れ 人 < 

90 ング ジッ 
アア 人 

245 ジ っ ge 

MG < 
ン 必 人 (る て 生 ) 有 ダン ジマ 

ンー 
上 に 

デズ 
1 

本 発掘 を 行っ て いる 。 3 年 目 に あたる 平成 26 年 度 は ヽ 

最終 年 度 と な り 、28 へ 39 区 の 調査 を 行っ た 。 以 下 、 

主要 な 調査 区 の み 記述 する 。 

194 mm [28 区 ] 

平成 24 年 度 調 査 10 区 の 

西側 に 隣接 する 。10 区 で は 多く の 遺構 を 確認 し 、 本 

地区 で も それ ら の 続き を 確認 し た 。 

遺構 1 

o 排水 路 の 調査 区 で ある 

調査 区 設定 図 

10 区 か ら 続 く 、 最 大 幅 2.5 m、 最 大 深 1.4 m を 測る 流 路 で ある 。10 区 で は 弥生 時 代 終末 期 … 

古墳 時 代 中 期 ・9 世紀 代 ・ 中 世 と 大 きく 3 時 期 に 分 類 で きた が 、 今 回 は 中 世 の 堆 積層 は 確認 で き な か っ 

・ 須 恵 器 1ー2 ・ 製 塩 土器 ( 脚 た 。 田 土 遺物 は 東 阿波 型 土器 3 や 讃岐 系 を 含む 弥生 土器 ・ 土 師 器 4 8 

台 和 四 式 ) な ど で あ る 。 

遺構 26 幅 1.2m、 最 深 86cm を 測る 。 流 水 は 確認 で きず 、 性 格 不明 で ある 。 土 師 器 ・ 須 恵 器 ・ 瓦 器 が 

出土 し た 。 

遺構 54 3.5mx 検 出 幅 1.5m、 深 さ 18cm を 測る いび つ な 方 形 の 土塊 で ある 。 須 恵 器 ・ 土 師 器 ・ 瓦 

器 な ど が 出土 する が 、 完 形 に 近い 古墳 時 代 の 土器 9 ・10 も 数 点 出 土 し て いる 。 

掘 立 柱 建物 は 10・28 区 合わ せ て 再 検討 し た 結果 、23 棟 確 認 で きた 。 

梁 行 1 間 (2.2m ) ・ 桁 行 2 間 (1.1・2.2m ) で 、N 4” W を 測る 。 
建物 2 梁 行 1 間 (2.0m)・ 桁 行 2 間 (1.8m) で 、N 346_E を 測る 。 
建物 3 2 間 (1.5m) で 、N 85′ 到 を 測る 。 

建物 4 梁 行 2 間 (2.0m)・ 桁 行 4 間 (1.3 

1 建物 

へ 1.8m) で 、N 4 W を 測る 。 北東 南 の 3 辺 に 下 屋 が 付く 。 

建物 5 行 2 間 (1.6m) ・ 桁 行 2 間 以上 (1.5m) で 、N 85"” EE を 測る 。 

建物 6 梁 行 1 間 (1.2 へ 1.4m) ・ 桁 行 2 間 以上 (1.51.8m) で 、N 85" E を 測る 。



建物 7 梁 行 1 間 ②2.83m) ・ 桁 行 2 間 (1.9m) で 、N 36” W を 測る 。 南 西 面 に 下 屋 が 付く 。 

建物 8 竣 行 2 間 (2.3m) ・ 桁 行 2 間 (1.9m) で 、N 8.5” W を 向く 。 南側 の 桁 柱 が 他 よ り も 規模 

が 小さ く な る 。 遺 構 266 か ら 土 師 問 12 へ 14、 青 磁 碗 15 が 出土 し て いる 。 

建物 9 梁 行 2 間 ②.4m) ・ 桁 行 2 間 以上 (1.8ー2.6m) で 、N 85"′ EE を 測る 。 

建物 10 梁 行 1 間 (1.7m) ・ 桁 行 2 間 (2.0m) で 、N 4.5” E を 測る 。 

建物 11 当 行 2 間 (1.9m) ・ 桁 行 2 間 (1.8m) で 、N 17 W を 測る 。 総 柱 建物 で ある 。 

建物 12 梁 行 2 間 (1.8・2.0m)・ 桁 行 2 間 (1.6m ) で 、N 10′ E を 測る 。 東 に 下 屋 が 付く 。 

建物 13 行 2 間 (1.4 へ 2.0m) ・ 桁 行 3 間 (1.41.8m) で 、N 17” W を 測る 。 

建物 14 行 1 間 (2.1m)・ 桁 行 2 間 (1.7m ) で 、N 43"′ E を 測る 。 

建物 15 箇 行 2 間 (1.4 へ 1.7m)・ 桁 行 3 問 以上 (2.2ー2.6m) で 、 N 4"W を 測る 。 東 に 下 屋 が 付く 。 

建物 16 梁 行 2 間 (1.5m)・ 桁 行 2 間 (2.3 へ 2.5m) で 、N 5"”W を 測る 。 

建物 17 当行 1 間 (1.7m)・ 桁 行 2 間 (1.8ー1.5m) で 、N 8.5” W を 向く 。 西 に 下 屋 を 持つ 。 

建物 18 数 行 1 間 (2.2m)・ 桁 行 2 間 (1.3・2.4m ) で 、N 4"” W を 測る 。 

建物 19 竣 行 1 間 以 上 ・ 桁 行間 (1.42.1m) で 、N 9" E を 測る 。 東 に 下 屋 が 付く 。 

建物 20 梁 行 2 間 (1.8m) ・ 桁 行間 (1.5 1.9m) で 、N 65.5" EE を 測る 。 

建物 21 数 行 2 間 (1.41.9m) ・ 桁 行 2 間 (1.2m) で 、N 24′ W を 測る 。 

建物 22 梁 行 1 間 (2.5m) ・ 桁 行 2 間 (2.8m) で 、N 1.5。EE を 測る 。 北 に 下 屋 が 付く 。 

建物 23 3 間 (1.71.9m) ・1 間 以上 (1.3m) で 、N 0.5"” W を 測る 。 

10 区 で は 建物 10 へ 12 は 瓦 器 が 出土 し な いこ と か ら 平 安 時 代 後半 と 考え て いた が 、 並 存 関係 に ある 

建物 か ら は 上 瓦 右 が 出土 する こと が わか っ た た め 、 再 度 10 区 も 含め て 前 後 関係 を 推測 する 。 建物 3・6・ 

16 つ 12・19 (12 世紀 半 ば ) づつ 11・13 つ 1・4・15 (14 世紀 後半 ) つ 8・17 つ 5・9・18・283 つ 22 (15 

へ 16 世紀 ) と 思わ れる 。 建 物 2 ・7 ・10・14・20・21 か ら は 瓦 器 が 出土 し な いこ と か ら 、 建 物 3・6・ 

16 群 よ り 前 段階 の 平安 時 代 後半 と 思わ れる が 、 切 り 合 い が な いた め 前 後 関係 は 不明 で ある 。 。( 定 松 ) 

世 さ ざさ VN 
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9・10 遺構 54 

11 遺構 90 
10cm 12 15 遺構 266 (建物 8) 

28 区 出土 遺物 2 

(527.4 mD 

排水 路 の 調査 区 で し L 字 型 を 呈す る 。 調査 区 東部 の 土 状 の 遺構 27・68・70、 溝 状 の 遺構 82 か ら は 線 

生 時 代 前 期 頃 の 土器 17 へ 21 が 出土 し て いる 。 ま た 溝 状 の 遺構 83 か ら は 弥生 時 代 終末 期 の 土器 22 ・ 23 

が 出土 し て お り 、 こ の 近く で は 東西 1 間 以 上 x 南 北 2 間 以上 の 掘 立 柱 建 物 が 復元 され 、 出 土 遺物 は 無 

く 詳細 不明 で ある が 、 同 時 期 の 可能 性 が 高い 。 

[32 区 ] 

(山崎 ) 

調査 区 西部 の 遺構 14 (9 12 層 ) は 遺構 6 へ 続く 流 路 状 の 遺構 で 、 縄文 時 代 前 期 の 土器 を 多く 含む 。 

24・26・30・31 に は 爪 形 文 が 施さ れる 。 遺 構 8 ・10・11・17 は 出 土 遺物 が 少な く 詳細 不明 で ある が 、 

古代 中 世 の 遺 構 と 思わ れる 。 遺 構 7 の 下層 か ら は 弥生 時 代 中 期 の 土器 16 が 出土 し て お り 、 こ の 時 期 

の 河道 と 考え られ る 。 

19 遺構 68 

22・23 遺構 83 

17・18 遺構 27 
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[835 区] 0,174.2mT 延べ 2.218.2 mm 

遺跡 を 南北 に 縦断 する 排水 路 の 調査 区 で ある 。 

1 4 ブロ ッ ク で は 時 代 が 不明 な 溝 と 小 土 撤 を 確認 し た 。 

6 14 ブロ ッ ク で は 第 1 遺構 面 で 掘 立 柱 建物 1 な ど を 確認 し た 。 

建物 1 _2 面 に 下 屋 が 付く 、 桁 行 1 間 以上 ②.2m) xX 梁 行 2 間 (2.2m) の 建物 で ある 。 出 土 遺物 は 

少な い が 、 上 瓦 問 が 出土 し 、12 世紀 代 と 思わ れる 。 

第 2 遺構 面 で は 小 土 質 と 溝 2 条 を 確認 し た 。 断 面 観察 に より 上 層 か ら 掘 り 込 まれ る 小 土塊 も 確認 し 、 

遺構 面 は 8 面 あ る こと が 判明 し た 。 溝 26・52 か ら は 弥生 時 代 中 期初 頭 と 思わ れる 土器 が 出土 し て いる 。 

16 へ 31 ブロ ッ ク で は 2 面 調査 を 行っ た 。 断 面 観察 で 弥生 時 代 中 期 へ 古代 の 遺物 が 含ま れる 旧 河 道 が 

多く 見 つか っ た 。 第 1 遺構 面 で は 、 旧 河道 埋没 後に 建て られ た 中 世 の 掘 立柱 建物 2 5 や 旧 河 道 ・ 溝 な 

ど を 確認 し た 。 

建物 2 2 間 以 上 X 2 間 の 側 柱 建物 で ある 。 1 間 の 柱 問 は 1.6 へ 1.9 mm で ある 。 

建物 3 _3 間 x1 間 以上 の 建物 で 、1 間 の 柱 間 は 1.8 へ 2.4 m で ある 。 

建物 4 西側 に 下 屋 が 付く 3 間 以 上 xX 2 間 以 上 の 建物 で 、1 間 の 柱 問 は 1.8 へ 2.4 和 mm、13 世紀 代 の 所 

器 な ど が 出土 し て いる 。 

建物 5 西側 に 下 屋 が 付く 2 間 X 1 間 以 上 と 推測 され る 建物 で 、1 間 の 柱 間 は 2.15 m で ある 。 

掘 立柱 建物 2 5 は すべ て 調査 区 外 へ と 続く た め 建 物 全体 の 規模 な ど は 不明 で ある が 、 瓦 器 が 含ま れ 

る こと か ら 12 13 世紀 の 範 暗 と 考え る 。 ま た 、 建 物 2 と 建物 3 は 重なっ て いる こと か ら 時 期 差 が 考 

えら れる が 、 そ の 前 後 関係 は 不明 で ある 。 

第 2 遺構 面 で は 掘 立 柱 建物 6 と 苫 穴 住居 1 ・ 溝 な どの 遺構 を 確認 し た 。 

建物 6_1 間 xX1 間 以上 で 、1 間 の 柱 問 が 2.0 2.3m の 建物 で ある 。 遺 物 が 出土 し て いな いた め 、 

時 代 は 不明 で ある 。 

堅 穴 住居 1 直径 4.5ー5.0m の や や いび つ な 円 形 を 呈し 、 床 面 に は 4 本 の 主 柱 穴 と 中 央 土 玉 140 を 

確認 し た 。 4 本 の 主 柱 穴 は いずれ も 50 一 70 と 深い 。 中 央 土 垢 は 長 辺 86 amm x 短 辺 54 em の 椿 円 形 

を 量 し 、 深 さ は 34 で ある 。 埋 士 の 下層 に は 炭 が 多く 含ま れ て いた 。 遺構 か ら 太 型 輸 刃 石 基 や わずか 

で は ある が 区 生 時 代 中 期 後 葉 の 遺物 が 出土 し て いる 。 中 央 土塊 の 両側 に は 相対 する 2 つの 柱 穴 が あり 、 

松 菊 里 型 住居 の 形態 と 考え られ る 。 

溝 150 28 27 ブロ ッ ク に か か る 大 き な 旧 河道 で 、 弥 生 時 代 後期 の 土器 や サ ヌ カ イト 片 が 含ま れる 。 

潮 153 断面 観察 より 上 面 は 幅 6.2mm の 古墳 時 代 中 期 の 潮 で 、 多 く の 土 師 器 32 35 と 滑石 製品 4 点 

36 へ 39 が 出 土 し て いる 。 須恵 器 は 1 点 も 含ま れ て いな い 。 滑石 製品 は 全て 有 孔 円 板 で 、 長径 1.9 へ 2.3 

可 の 柏 円 形 の 小型 品 あ る 。 周 辺 で 祭祀 が 行わ れ た も の と 考え られ る 。 

16 へ 31 ブロック の 遺構 を 時 代 順に 並べ る と 、 堅 穴 住居 1 (弥生 時 代 中 期 後 葉 ) つつ 潮 150 (弥生 時 代 

後期 ) つ 溝 158 (古墳 時 代 中 期 ) つっ 18 へ 21 ブロ ッ ク 区 旧 河 道 (奈良 時 代 ) つ 建 物 2 へ 5 (平安 時 代 後 

葉 へ 鎌倉 時 代 ) と な る 。 

32 へ 37 ブロ ッ ク は 調査 区 の ほぼ 大 半 が 36 区 か ら 続 く 埋 没 し た 上 用 河道 に あたる 。34 へ 86 ブロ ッ ク 

東 半 に 堆積 し た 礎 の な い 暗 灰 黄色 細 砂 に は 完 形 に 近い 古墳 時 代 の 土器 40 50 と 奈良 時 代 の 鍋 や 謝 類 

51 54 が 含ま れ て いた 。 旧 河道 の 上 に は 掘 立柱 建物 7 な どの 遺構 を 確認 し た 。 

建物 7 2 聞 以 上 X 1 間 以 上 の 北側 に 下 屋 が 付く 建物 と 考え られ る 。 柱 問 は 2.0 2.5 m で ある 。 柱 
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穴 か ら 土 帥 刀 や 黒色 土器 A 類 が 出土 し 、 9 へ 10 世紀 頃 と 思わ れる 。 

38 へ 47 ブロ ッ ク も 旧 河 道 に あたる 。 遺構 面 を 2 面 調 査 し た が 、 断 面 で は 3 面 確認 で きた 。 第 1 遺構 

面 で は 掘 立柱 建物 8 や 溝 な ど を 確認 し 、 床 土 直 下 か ら 掘 り 込 まれ る 遺構 で ある こと が わか っ た 。 

建物 8 1 間 以 上 x 2 癌 の 建物 で 、 柱 問 は 2.3 へ 2.6 m で ある 。 柱 穴 か ら は 土師 器 と 黒色 土器 A 類 が 

出土 し 、 9 へ 10 世紀 頃 と 思わ れる 。 

溝 204 38 へ 42 ブロ ッ ク に か か る 旧 河 道 の 一 部 で ある 。 上層 に は ほとん ど 礎 が 含ま れず 、 長 い 時 間 を 

か け て 堆積 し た こと が うか が え 、 上 瓦 器 や 備前 焼 ・ 輸 入 陶磁 器 な ど 中 世 の 遺 物 が 含ま れる 。 中 層 に は 庄内 

式 土器 併行 期 の 讃岐 地域 の 土器 や 古墳 平安 時 代 の 須恵 器 ・ 土 師 器 ・ 黒 色 土 器 ・ 製 塩 土器 ・ 電 ・ 須 恵 質 

の 管状 土 鑑 が 含ま れ て いた 。 下層 は 遺物 が 少な く 、 時 代 は 不明 で ある が 、 春 を 多く 含み 、 浜 水 な ど に よ 

る 短期 間 で 堆積 し た と 思わ れる 。 

第 2 遺構 面 で は 溝 な ど を 確認 し 、 弥 生 時 代 後期 へ 古墳 時 代 中 期 の 土器 が 出土 し て いる 。 

第 2 遺構 面 よ り 下 層 に も 弥生 時 代 中 期 へ 古墳 時 代 中 期 の 遺物 が 含ま れ て いた た め 掘 削 を 行っ た が 、 遺 

構 は 確認 で き な か っ た 。 

48 へ 50 ブロ ッ ク で は 遺構 面 を 2 面 確認 し た 。 ど ちら の 面 も 遺構 は 希薄 で 時 代 が わか る よう な 遺物 は 

出土 し て いな い が 、 周 辺 の 調査 区 な どか ら 第 1 遺構 面 は 古代 の 人 範 購 と 考え られ る 。 第 2 遺構 面 は 遺構 面 

の 直上 か ら 弥 生 時 代 中 期 の 枚 や が 出土 し て いる た め 、 弥 生 時 代 中 期 か それ より 古い 時 代 の 遺構 と 考え 

られ る 。 

51 へ 63 ブロ ッ ク で は 遺構 面 を 2 面 調査 し た が 、 断 面 観察 で は 複数 の 遺構 面 が み ら れ た 。 第 1 遺構 面 

は 耕作 土 直 下 、 も し く は 床 土 直下 で 掘 立柱 建物 9 ー16 の 7 棟 と 構 列 1 ・ 溝 な ど を 確認 し た 。 

建物 9 溝 224 を 切る 桁 行 3 間 x 梁 行 2 間 以 上 の 側 柱 建物 で 、 1 間 の 柱 聞 は 2.2 2.4 m で ある 。 柱 

穴 か ら 土 師 器 ・ 須 上 恵 問 ・ 黒 色 土 器 ・ 製 塩 土器 が 出土 し 、 9 へ 10 世紀 頃 で ある 。 

建物 10 1 間 以 上 x 2 間 の 建物 で 、1 間 の 柱 間 は 2.1 2.7 m で ある 。 柱 穴 か ら 9 世紀 末 頃 の 黒色 土 

器 塊 な ど が 出土 し て いる 。 

建物 11 桁 行 2 間 以上 x 梁 行 2 間 の 側 柱 建物 で 、1 間 の 柱 問 は 1.9 2.4 m で ある 。 9 へ 10 世紀 頃 

の 遺物 が 出土 し て いる 。 

建物 12 83 間 以 上 xX 1 間 以 上 の 側 柱 建物 で 、 1 間 の 柱 問 は 1.9 へ 2.4 m で ある 。 8 世紀 代 の 須恵 器 な 

ど が 出土 し て いる 。 

建物 13 3 導 x 1 間 以 上 の 建物 で 、1 問 の 柱 問 は 1.4 へ 1.8 m で ある 。 8 世紀 初頭 の 須恵 器 や 製塩 土 

器 な ど が 出土 し て いる 。 

建物 14 桁 行 2 間 以 上 x 梁 行 2 間 の 側 柱 建物 で 、 1 間 の 柱 問 は 2.2 へ 3.0 m で ある 。 建 物 の 柱 穴 は す 

べ て 直径 50 em 以上 、 深 さ 40 mm 以上 の 大 型 で ある 。 表 内 系 土師 器 や 須恵 器 な ど 8 世紀 末 … へ 9 世紀 初め 

頃 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

建物 15 桁 行 3 間 和 以上 x 梁 行 2 間 の 側 柱 建 物 で 、1 間 の 柱 聞 は 1.8 へ 2.1 m で ある 。 建物 12 と 柱 筋 

が 同 方 位 で ある 。 8 世紀 代 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

建物 16 2 間 以 上 X 1 間 以 上 の 建物 で 、1 間 の 柱 問 は 2.5 へ 2.7 mm で ある 。 柱 穴 か ら 8 世紀 代 の 須恵 

器 な ど が 出土 し 、 柱 穴 38850 か ら は 都城 型 の 土 馬 の 脚 が 出土 し た 。 

楓 列 1 建物 10 に 伴う 欄 列 で ある 

溝 224 東西 に 流れ る 幅 1.0 へ 1.7m、 深 さ 50 へ 60 am の 溝 で ある 。 須恵 器 55 へ 57 や 土師 器 58 へ 

12 
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63・ 丸 底 [WV 式 や 人格 形 の 製塩 土 問 64 へ 72・ 移 動 式 鶴 73・ 飯 74 な ど 多 く の 遺 物 が 含ま れ て いた 。 8 

世 期 前 半 と 考え られ る 。 

第 1 遺構 面 の 掘 立柱 建物 は 時 期 差 が あり 、 時 代 順に 並べ る と 、 建物 13 (8 世紀 初頭 ) つ 建 物 12・15 (8 

世紀 前 半 ) つ 建 物 16 (8 世紀 後半 ) つつ 建物 14 (8 世紀 末 へ 9 世紀 初頭 ) で つ 建物 10 (9 世紀 後半 ー 末 ) 

つつ 建物 9・11 (9 へ 10 世紀 ) と 考え られ る 。 

(的 崎 ) 

第 2 遺構 面 は 弥生 時 代 中 期 後半 後期 の 遺構 面 で 、 土 孤 396 か ら 弥 生 時 代 後期 の 遺物 が 出土 し て い 

oo 
滑石 製品 (36 へ 39) 

(Si/2) 

ざき KN ざ 用 

< デー 

っ っ 
っ 

< 

Ku 
[ l 

32… へ 39 溝 153 

40 へ 50 34 へ ご 36 ブロ ッ ク 旧 河道 

35 区 出土 遺物 1
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35 区 出土 遺物 2
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35 区 出土 遺物 3 

(171.2 mT 延べ 228.9 nm [36 区 ] 

排水 路 の 調査 で ある 。 調 査 区 全域 が 柿木 谷川 の 旧 河 道 に あたる 。 5 ブロ ッ ク か ら 西 側 に お いて 埋没 し 

た 旧 河 道 の 上 に 掘 立柱 建物 1 棟 と 桶 列 ・ 溝 な ど を 確認 し た 。 

建物 1 柱 列 を 1 列 検 出し 、 調 査 区 の 北側 に 続く 建物 と 推測 する 。 建 物 1 を 囲む よう に 欄 列 1 が L 字 状 

に 並ぶ 。 建 物 の 柱 穴 か ら は わずか な 土師 器 が 出土 し て いる の み で ある が 、 周 辺 に は 中 世 以 降 の 遺物 が 全 

く 出 土 し て いな いこ と か ら 、 平 安 時 代 以前 と 思わ れる 。 

(的 崎 ) 中 18 か ら は 7 世紀 代 の 須恵 稚 や 土師 器 、 丸 底 四 式 の 製塩 土器 な ど が 出土 し た 。 

36 区 平面 図 

(258.5 mm 

園 場 面 の 調査 で ある 。 掘 立柱 建物 4 棟 と 溝 2 条 ・ 欄 列 ・ 土 塊 な ど を 確認 し た 。 

[38 区 ] 

桁 行 2 間 x 梁 行 2 間 の 側 柱 建物 で 1 間 の 桁 間 が 2.5 へ 3.5 m に 対し 、 梁 間 は 1.6 へ 1.9 m と 

狭い 。 柱 穴 か ら 8 世紀 代 の 土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 製 塩 土 器 が 出土 し て いる 。 

建物 1 

建物 2 調査 区 の 北側 へ と 続く 桁 行 2 間 以 上 x 梁 行 2 間 の 側 柱 建物 と 考え られ る が 、 総 柱 建 物 の 可能 

性 も ある 。 柱 穴 か ら は 土師 器 ・ 須 恵 夫 ・ 製 塩 土器 ・ 焼 土塊 が 出土 し 、 8 世紀 未 頃 と 思わ れる 。



建物 3 桁 行 3 間 以 上 X 梁 行 2 間 の 側 柱 建物 で 1 間 の 柱 問 は 2.0 へ 2.1 m で ある 。 梁 行 が 4.2m あ り 、 

柱 穴 は いずれ も 直径 50 em 以上 、 深 さ は 40 mm 以上 を 測り 、38 区 で 一 番 大 き な 建 物 と 考え られ る 。 柱 穴 

か ら は 土師 器 ・ 須 上 恵 器 ・ 製 塩 土 器 ・ 焼 土塊 が 出土 し 、 8 世紀 代 の 範 購 で ある 。 土 師 器 の 中 に は 内 系 土 

妃 器 が 含ま れ 、 建 物 の 規模 が 大 きい こと か ら 官 衛 的 な 建物 の 可能 性 が 考え られ る 。 

建物 4 桁 行 4 間 X 梁 行 2 聞 の 側 柱 建物 で あり 、 や や いび つ で ある 。 1 間 の 柱 問 は 1.6 3.1 m で あ 

る 。 柱 穴 か ら 土 師 器 ・ 須 恵 器 ・ 製 塩 土 器 が 出土 し て いる 。 

欄 列 1 1.7 へ 2.9 名 間隔 に 柱 穴 が 並ぶ 。 建 物 4 の 梁 行 と 同 方 位 で ある こと か ら 、 建 物 4 に 付随 する も 

の と 考え られ る 。 

柚 列 2 2.8 へ 3.3m 間 隔 で 柱 穴 が L 字 形 に 並ん で いる が 、 こ の 棚 列 に 対応 する 建物 は 無く 、 調 査 区 の 

北側 に 別 の 建物 の 存在 が 想定 され る 。 

欄 列 8 2.0 へ 4.0m 間 隔 で 楓 列 2 同様 に 字形 に 並ぶ ※。 建物 4 に 沿う よう に 並ん で いる が 、 お そら く 

建物 3 を 囲う 欄 列 と 考え られ る 。 

38 区 の 建物 4 棟 は 全て 8 世紀 代 の 範 剛 で あり 、 建 物 が 重なっ て いる こと か ら 少 な く と も 3 時期 は 考 

えら れる 。 し か し 、 柱 穴 に 切り 合い が み ら れ な いこ と や 時 期 が わか る 遺物 が 少な いこ と か ら 明 確 な 前 後 

関係 は 掴め な い 。 建 物 1 ー 38 は 主軸 を や や ゃ や 東 に 振る 南北 棟 で は ある も の の 同 方 位 で は な く 、 建 物 4 は 東 

西 棟 で ある 。 製塩 土器 で 比較 し て みる と 、 建 物 1 の 柱 穴 に 含ま れる 製塩 土器 が や や 薄手 で あり 、 丸 底 

式 よ り は 丸 底 箇 式 に 近い こと か ら 建 物 1 が 一 番 古 く 8 世紀 前 半 の 可能 性 が ある 。 ま た 、 建 物 2 ・3 で は 

焼 土塊 が 多く の 柱 穴 に 含ま れ て いた が 、 建 物 1 ・4 に は 含ま れ て いな か っ た 。 以 上 の こと か ら 半 物 1・ 

欄 列 2 (8 世紀 前 半 ) つっ 建物 4 ・ 欄 列 1 つ 建 物 3 ・ 欄 列 3 つ 建物 2 (8 世紀 未 ) の 変遷 が 考え られ る 。 

また 、 こ れ ら の 建物 と 35 区 の 建物 12 へ 16 は 同一 集落 に あり 、 わ ず か で は ある が 官 衛 的 要素 の 遺物 や 

建物 が 存在 し て いる こと か ら 、 南 あわ じ 市 の 古代 を 構築 する 上 で 重要 な 建物 群 と な る か も し れ な い 。 

その ほか の 遺構 と し て 、 溝 15 は 幅 0.71.0m、 深 さ 25 へ 30 am の 直線 的 な 溝 で ある 。 遺 構 上 層 に 

は 古墳 時 代 前 期 へ 8 世紀 頃 の 遺物 が 混じっ て いる が 、 下 層 は 古墳 時 代 前 期 の 遺物 の み で あっ た 。 下 層 遺 

物 に は 讃岐 地方 特有 の が 含ま れ 、 古 墳 時 代 初頭 で も 古い 段階 と 考え られ る 。 溝 77 は 幅 0.5m、 深 さ 

約 7 em で 溝 15 に 切ら れ て いる 。 古墳 時 代 前 期 の 遺物 が 出土 し て いる 。 (的 崎 ) 



[39 区] (⑧64.8 mm 

当初 立会 調査 を 予定 し て いた が 、 遺 構 を 確認 し た た め 、 本 発掘 調査 を 行っ た 園 場 面 の 調査 区 で ある 。 

遺物 包含 層 か ら は 、 土 師 器 ・ 須 上 恵 器 ・ 瓦 問 ・ 太 型 輸 刃 石 券 75・ 石 鑑 な ど が 出土 し た 。 遺 構 は 掘 立柱 建 

物 10 棟 、 堀 2 列 、 土 折 ・ 溝 を 確認 し た 。 

建物 1 2 間 以 上 ・3 聞 以上 で 、N 16" W を 測る 。 柱 問 が 均等 で な い (1.5 1.8m) こと か ら 、 杉 

列 の 可能 性 も ある 。 土 師 器 ・ 須 恵 器 ・ 瓦 器 が 出土 し た 。 

建物 2 梁 行 1 間 以 上 ・ 桁 行 5 間 (1.5・1.8m) で 、N 67′ E を 測る 。 東 に 下 屋 が 付く 。 土師器 ・ 須 

恵 器 ・ 瓦 器 が 出土 し た 。 

建物 3 委 行 4 間 (1.8m) ・ 桁 行 5 聞 以 上 (1.8ー2.5m) で 、N 6′ W を 測る 。 西 面 北 寄り に 2 間 

の 下 屋 が 付随 する 。 た だ し 、 規 模 が 大 きい こと か ら 棚 列 の 可能 性 も 考え られ る 。 土 師 器 ・ 須 恵 器 ・ 瓦 器 

が 出土 し た 。 

建物 4 梁 行 2 間 1.4・1.9m) ・ 桁 行 1 間 以 上 で 、 N 16"” W を 測る 。 土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 瓦 器 が 出土 し た 。 

建物 5 行 2 聞 (2.1m) ・ 桁 行 1 間 以上 で 、N 5.5'′ W を 測る 。 土 師 器 ・ 須 恵 器 が 出土 し た 。 

建物 6 梁 行 3 問 (2.1m) ・ 桁 行間 (1.7ー2.2m) で 、N 85′ EE を 測る 。 東 西 面 に 下 屋 が 付く 。 

一 番 南 の 柱 列 は 4 間 を 測り 、 身 舎 と 柱 筋 が 通ら な いた め 、 付 属 施設 と 考え られ る 。 土 師 器 ・ 須 恵 器 ・ 瓦 

器 ・ 青 磁 ・ 和 白磁 が 出土 し た 。 柱 穴 は 直径 50cm、 深 さ は 40cm 以上 を 測り 、 他 の 建物 より 格 が 高い こと を 

うか が わせ る 。 

建物 7 梁 行 2 間 以 上 (2.8m) ・ 桁 行 2 間 以上 (2.1m) で 、N 5" W を 測る 。 土 師 器 ・ 須 恵 器 ・ 瓦 

器 が 出土 し た 。 

建物 8 頒 行 2 間 以 上 (2.1m) ・ 桁 行 1 間 以 上 (2.5m) で 、N 85"” E を 測る 。 土師 器 ・ 人 須恵 器 ・ 瓦 

器 ・ 青 磁 が 出土 し た 。 

建物 9 梁 行 2 間 (1.8m) ・ 桁 行 8 聞 (1.8m) で 、 北 西 陽 に 突出 部 が 付く 。N 83"′ W を 測る 。 西 側 

を 除く 3 面 に 下 屋 が 付く が 、 南 東陽 は つなが っ て いな い 。 柱 穴 238 より 聖 宋 元 寅 ( 初 鋳 年 1101 年 ) 、 

他 に は 土師 器 ・ 人 須恵 器 ・ 瓦 器 が 出土 し た 。 西側 を 除く 3 面 に 雨 落ち 溝 ( 溝 385・205・203・169・251) 

が 確認 で きる 。 溝 85 に は 完 形 に 近い 土器 76 80 が 多く 、 出 土 数 の 少な い 瓦 片 (いぶ し 瓦 ?) も 1 点 

出土 し た 。 溝 251 か ら は 釘 と 思わ れる 鉄製 品 が 出土 し た 。 

建物 10 梁 行 2 聞 (2.2m) ・ 桁 行 1 間 以上 で 、N 11′ EE を 測る 。 北 側 に 下 屋 が 付く 。 

堤 1・2 5 聞 を 測る 。 建 物 6 の 身 舎 と 柱 筋 が 通ら な いた め 堀 と 判断 し た が 、 建 物 6 の 軒 支柱 、 も し く 

は 付属 建物 の 可能 性 も あり 、 そ の 場合 、 建 物 6 の 一 番 南 の 柱 列 を 建 替 えた と 考え られ る 。 土 師 器 ・ 須 恵 

器 が 出土 し た 。 

考 38_2 間 を 測る 。 建 物 7 に 付随 する 。 

溝 135・281 雨 務 ち 溝 と 思わ れ た が 、 内 側 に 建物 は 確認 で き な か っ た 。 土 師 器 ・ 須 恵 器 ・ 瓦 器 82・ 青 

磁 が 出土 し た 。 

則 注 法 5X6m の 大 型 土塊 で ある 。 時 間 の 都合 上 完 掘 せ ず 、 一 部 分 の み 掘削 し た 。 深 さ 約 35cm を 

測り 、 下 層 に は 灰 黄 色 系 の シル ト が 堆積 する 。 遺 物 は わずか に 土師 質 土器 の 小 片 が 出土 し た の み で あ 

る 。 池 状 遺構 と 思わ れ た が 、 土 壌 堆積 か ら は 流 ・ 滞 水 が 確認 で きず 、 性 格 不明 で ある 。 

建物 の 柱 穴 か ら は 瓦 器 が 出土 し て お り 、 そ の 範囲 が 12 へ 13 世紀 代 と いう こと が わか っ た 。 し か し 、 

切り 合い が ほとん ど な く 、 前 後 関係 を 見 極め る の に は 苦慮 し た 。 ま ず 、 本 調査 区 内 で は 焼 土 と 思わ れる 
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土塊 が 出土 する 遺構 が 多く 、 火 災 が 考え られ た が 、 赤 変色 し た 場所 や 炭化 物 は 確認 され な か っ た の で 、 

調査 地内 で は な く 近 辺 で の 火災 と 考え られ る 。 そ し て 、 建 物 5 の みこ の 焼 土 が 確認 され な か っ た 。 た だ 

し 、 建 物 5 は 全体 を 調査 で き て いな いた め 、 た また ま 未 確認 の 可能 性 も ある が 、 焼 土 や 瓦 器 が 出土 し て 

いな いこ と か ら 最 初 の 建築 と 考え る 。 そ の 後 か ら 焼 土 を 含む よう に な る 。 建物 5 つつ 建物 2 (12 世紀 後 

7 ・ 堤 8 (8 世紀 未 ) ・2 づ 建物 3・ ・4 (13 世紀 前 半 ) つ 建 物 9 つ 建物 6・8・ 堤 1 

と な る 。 建物 10 は 建物 9 の 前 後に 位置 する と 思わ れる 。 

。 7 

半 ) つ 建 物 1 

( 定 松 ) 
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ヽ NL ノノ 

81 遺構 44__ 82 溝 135 

ヘー 
ヨー 

\ 
76 へ 80 溝 35 

| 

石 製品 (75) 
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iiililillil 

へ 
84 遺構 258 _ 85・86 溝 272 83 遺構 234 ( 堀 3) 75 包含 層 

39 区 出土 遺物 

建物 10 

39 区 平面 図 

本 調査 で は 縄文 時 代 前 期 、 弥 生 時 代 前 期 へ 室町 時 代 の 遺構 が 確認 で きた 。 今年 度 で 園 場 整備 事業 に 伴 
う 平 石 遺跡 の 調査 は 終了 と な り 、 こ れ ま で の 調査 結果 を 総括 し て いく 。 

2. まとめ 

縄文 時 代 の 遺跡 は 市 内 で は まだ 発掘 事例 が 少な く 、 本 遺跡 か ら ま と まっ て 出土 し た 土器 は 貴重 な 資料 
と な る 。 3 ・21・26 区 で は 後期 、 10・32 区 で は 前 期 の 土器 を 確認 し た 。 3 区 で は 前 期 の 土器 片 も 少量



な が ら 出 土 し て いる が 、10・32 区 は 北白川 下層 II 式 で ある の に 対し 、3 区 は 北白川 下層 血 式 と 時 期 差 

が ある 。 遺 構 は 3 区 ・26 区 で 後期 の 土塊 な ど を 確認 し た 。 

弥生 時 代 は 遺跡 南部 と 35 区 北端 部 で 確認 し た 。 生 活 遺 構 で ある 堅 穴 住居 は 1 区 (後期 ) ・3 区 (前 

期 ) ・35 区 (中期) で 建 替え を 含め 4 棟 と 少な い が 、 土 器 片 は 出土 し て いる こと か ら 、 未 調査 の 賠 場 

面 に 埋蔵 され て いる と 考え られ る 。 終 末期 の 土器 の 中 に は 東 阿 波 型 土器 や 讃岐 地域 と 思わ れる 土器 片 が 

あり 、 交 流 が あっ た こと が うか が われ る 。 

古墳 時 代 は 10・28・385 区 で 確認 され た 。10・28 区 は 南端 部 の 大 溝 (遺構 583・1) より 土器 や 滑石 

製 の 剣 形 石 製 品 が 、35 区 溝 (遺構 153) より 滑石 製 の 有 孔 円 板 が 出土 し 、 祭 祀 を 行う 有力 者 で ある 豪 

族 の 存在 が 推測 で きる 。 住 居 跡 な どの 生活 痕 は 未確認 で あり 、 南 部 の 丘陵 上 に 埋蔵 され て いる 可能 性 が 

考え られ る 。 

奈良 時 代 の 遺構 を 確認 し た 35 区 北端 部 や 88 区 は 、 当 初 三原 川 の 後背 湿地 に 位置 する た め 遺 構 は 皆 

無 で あろ うと 推測 し て いた が 、 微 地形 復元 を 行う と 西側 に 北西 方 向 の 谷 筋 を 持つ 張り 出し 状 の 徴 高 地上 

に 位置 し て いる こと が わか っ た 。 

平安 時 代 は 遺跡 中 央 か ら 西 部 に か け て 、 埋 没 し た 谷 筋 を 囲む よう に 確認 され た 。 奈 良平 安 時 代 の 製 

塩 土 器 が 多く 出土 し 、 塩 の 生産 も し く は 物流 に 関係 し て いた と 思わ れる 。 遺 跡 の 西部 で 多く 確認 し た 土 

石 流 を 思わ せる 河道 に は 、 平 安 時 代 ま で の 遺物 が 含ま れる こと か ら 、 こ の 時 期 に 西側 を 流れ る 柿木 谷川 

の 池 落 な ど 、 な ん ら か の 災害 が 発生 し た と 考え られ る 。 

中 世 は 標高 5 mm 以上 で 、 平 安 時 代 の 河道 を 避け る よう に 展開 する 。10・28 区 で 室町 時 代 の 遺構 ・ 遺 

物 を 少数 確認 し た が 、 ほ と ん ど が 鎌倉 時 代 の 範 財 に 入る も の で 、 多 く の 掘 立柱 建物 か ら 短 期間 で の 建 替 

え が 行 われ た こと が わか る 。 湊 地域 は 古代 以降 、 淡 路 国 の 国 津 ( 港 ) と し て 栄え て きた 海上 交通 の 要衝 

で あっ た た め 、 室 町 時 代 に は 湊 城 ・ 叶 堂 城 な どの 城 は 出現 する が 、 集 落 は 急速 に 衰退 し 、 内 陸 部 に 移っ 

て いっ た よう で ある 。 ( 定 松 ) 
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ヘン 調査 期間 平成 26 年 6 月 16 日 

調査 面積 452mT (2x2m113 ヶ 

調査 の 位置 

調査 内 容 

本 調査 は 上 記 の 県 営 画 場 整備 事業 に 伴い 実施 し た 確認 調査 で ある 。 

1. 

北側 を 馬 乗 捨 原平 野中 央 南 寄 り の 南東 か ら 北 西方 向 に 緩やか に 傾斜 する 水田 か ら な り 、 / | 調査 地 は 

ィ 。 調査 地 北 西部 に は 古代 官 衛 遺 跡 で ある 嫁 ヶ 渕 遺跡 南 を 牛 内 川 、 西 を 大 日 川 に 挟ま れ た 範囲 と な る 

南部 に は 国 衛 廃寺 跡 な ど が 立地 し て いる 。 

川 、 

心 に 2X 2m の 調査 区 113 ヶ所 調査 は 平成 25 年 度 に 農作物 の 作付 け 等 で 実施 で き な か っ た 部 分 を 中 , 

を 設定 し 、 重機 ・ 人 力 併用 で 進め て いっ た 以下 主要 調査 区 の 概要 を 記す 。 な お 調査 区 番号 に つい て は 、 o 

ロロ 主査 範 開 

平成 
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ー297(H26 年 度 調 食 区 〉 
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NC



25 年 度 の 引き 続き で No.185 へ 297 と し た 。 以下 主 な 調査 区 の 概要 を 記す 。 

[ A 地 点 ] 
No. 291 調査 地 北 西部 に 位置 する 調査 区 で ある 。 遺 構 は 確認 で き な か っ た が 、 比 較 的 安定 し た 明 黄 宰 

色 粘 質 土 (5 層 ) を 確認 し た 。 そ の 上 の 褐 灰色 極細 砂 質 土 (4 層 ) か ら 、 古 代 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

[ B 地 点 ] 
No.287 西 壁面 で 礎 混 明 黄 褐 色 粘 質 細 砂 (8 層 ) の 北方 向 へ の 落ち 込み を 確認 で きた 。 落 ち 込 みか ら 

の 遺物 は な く 、 詳 細 な 時 期 は 不明 で ある が 、 中 世 以 前 と 思わ れる 。 

[C 地 点 ] 
No. 248 褐 灰 色 粘 質 土 (5 層 ) を ベー ス に 小穴 を 確認 し た 。P 1 は 深 さ 37 am を 測り 、 柱 穴 に な る 可能 

性 が 高い 。 遺物 は 焼 土 に 混じっ て 土師 器 片 が 由 土 し た 。P 1 ・2 共に 中 世 と 思わ れる 。 

[ D 地 点 ] 
No. 208 に ぶ い 黄色 細 砂 質 土 (5 層 )・ に ぶ い 黄色 細 砂 (6 層 ) を ベー ス に 溝 を 確認 し た 。 幅 約 1 m、 

深 さ 約 50 em を 測る 。 遺 物 は 弥生 時 代 中 期 と 思わ れる 土器 片 が 出土 し た 。 

No. 232_ に ぶ い 黄色 細 砂 質 士 (7 層 ) を ベー ス に 溝 ・ 土 塊 な どの 遺構 を 確認 し た 。SK 1 は 深 さ 22 cm、 

SD 2 は 幅 33 em、 深 さ 26 em を 測る 。 遺物 は 破片 で 時 期 決 定 は 困難 で ある が 、SK 1 と SD 2 が 古代 、 

P 3 は 弥生 時 代 の 可能 性 が ある 。 

No.276 明 黄 褐色 細 砂 (4 層 ) を ベー ス に 小穴 を 確認 し た 。 直 径 82 へ 38 cm、 深 さ 16 cm を 測る 。 遺 物 

は 土師 器 ・ 製 塩 土器 が 出土 し て お り 、 古 代 と 考え られ る 。 

No. 281 褐 灰色 粘 質 土 (6 層 ) を ベー ス に 溝 を 確認 し た 。 四 約 40 em、 深 さ 20 mm を 測る 。 遺物 は 土師 器 ・ 

製塩 土器 ・ 須 恵 稚 が 出土 し て お り 、 中 世 と 思わ れる 。 

[ 包 地 点 ] 
No.198 黒褐色 土 (3 層 ) を ベー ス に 小穴 を 確認 し た 。 直 径 40 へ 45 m、 深 さ 31 em を 測る 。 出 土 遺 物 

は な い が 、 中 世 の 遺 構 と 思わ れる 。 

No.205 黒褐色 粘 質 土 (6 層 ) へ 礎 混 オリ ー ブ 黄 色 砂 (8 層 ) を 中 心 に 奈良 時 代 頃 の 須恵 器 ・ 土 師 器 ・ 

製塩 士 器 が 出土 し て いる 。 本 調査 区 周辺 が 谷地 形 に あたる た め 、 遺 物量 は 比較 的 多い 。 

[G 地 点 ] 
No.194 明 黄 褐色 土 (5 層 ) を ベー ス に 小穴 や 溝 を 確認 し た 。 そ の 内 P 1 は 直径 約 35 em、 深 さ 約 830 

mm で 柱 穴 に な る と 思わ れる 。 遺 物 は 土師 器 片 が 出土 し て お り 、 中 世 と 考え られ る 。 

[陸地 点 ] 
No. 228 に ぶ い 黄 頂 色 砂 質 土 (6 層 ) を ベー ス に 多く の 遺構 が 検出 され た 。 黒 褐色 粘 砂 質 土 填 灰 黄 宰 

色 砂 質 土 (3 層 ) 上 面 に も 遺構 が 観察 され 、 複 数 時 期 に わた る と 考え られ る 。 遺構 か ら の 良好 な 遺物 は 

無い が 、 黒褐色 粘 砂 質 土 十 灰 黄 褐色 砂 質 士 (3 層 ) より 中 世 後 半 の 土 製 煮 炊 具 が 出土 し て いる こと か ら 、 

同時 期 の 遺構 が 広がっ て いる と 推定 され る 。 

[I 地点 ] 

No.185 耕作 土 下 約 40 mm で 調査 区 北西 部 の 礎 混 褐 灰色 細 砂 質 土 (4 層 ) を 中 心 に 土師 器 ・ 製 塩 土 器 片 

が わずか に 田 土 し て いる 。 時 期 は 古代 中 世 と 思わ れる 。 
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No.291 (A 地 点 ) No.287 (B 地 点 ) 
1. に ぶ ぷ い 黄 梅 色 10YR7/2 極 細 砂 質 土 Fe・Mn わ ず か に 含む ) 1. に ぷ い 萬 機 色 10YR7/3 極 細 砂 質 土 (Fe まばら に 含む ) る , 選 黄 褐色 10YR6/2 極 細 砂 質 土 (Fe 多く 含む ) 2. 灰 黄 褐 色 10YR6/2 粘 極細 砂 質 土 (Fe わずか に 含む ) 3. 拉 灰 色 10YR4/1 粘 質 土 3. 掲 灰色 10YR4/1 粘 質 土 Fe わずか に 含む ) 4. 福 灰 色 10YR6/1 極 細 砂 質 土 4. 時 宰 色 10YR3/1 粘 質 シ ルト 5. 明 黄 褐色 2.5Y6/6 粘 質 土 (Fe 多く 含む ) 5. 暴 色 10YR2/1 末 質 シル ト 

6. 黒 宿 色 10YR3/1 粘 綿 細 砂 
7. 革 灰 色 2.5Y6/71 砂 
8. 条 混 明 仙 褐 色 2.5Y7/6 粘 質 細 砂 ( の 15cm 以 下 多 く 含む )〉 
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(①D 地 点 ) 5 No.208 記 No.248 (C 地 点 ) 
1. に ぶ ぷ い 色 2.5Y6/3 極 細 砂 質 土 1. 灰 黄色 2.5Y6/2 細 砂 質 土 (Fe 多く 含む ) 2. 晶 褐 色 10YR3/1 粘 質 土 2. に ぶ い 商 欄 色 10YR7/3 極 細 砂 質 土 (Fe まばら に 含む ) 3. 時 提 色 10YR3/1 粘 細 砂 質 土 3. 黄 褐色 10YR6/2 細 砂 質 土 (Mn わ ず か に 含む ) 4. 礎 澄 灰 黄 宰 色 10YR5/2 粘 極細 砂 質 土 (6 る 5cm 以 下 礎 わずか に 含む 〉 4. 灰 黄 宰 色 10YR6/2 細 砂 質 土 (Mn わずか に 含む ) 十 5. に ぶ い 黄色 2.5Y6/3 細 砂 質 土 (Mn わずか に 含む ) 褐 灰 色 10YR4/1 粘 質 圭 (Mn まばら に 含む ) 56, に ぶ ぷ ぶ い 黄色 2.5Y6/3 細 砂 (Fe わ ず か に 含む ) 5. 宰 灰 色 10YR4/1 外 質 土 (Mn まばら に 含む ) 

6. 浅 黄色 2.5Y7/3 細 砂 質 土 
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No.232 (D 地 点 ) No.276 (D 地 点 ) 

1. 灰 黄色 2.5Y6/2 細 砂 質 土 1. 浅 黄色 2.5Y7/3 極 細 砂 質 土 (Fe 多く 含む 〉 2. に ぶ ぷ い 世 栓 色 10YR7/2 細 砂 質 土 (Fe わずか に 含む ) 
3. 宰 灰 色 10YR5/1 細 砂 質 土 (Mn わずか に 含む 〉 

2. 了 黄 色 2.5Y7/2 細 砂 質 土 

3 補記 色 10YR6/1 細 砂 覚 (Mn まばら に 含む ) 4. 明 黄 褐 色 2.5Y7/6 細 砂 (Fe わずか に 含む ) 4. 宰 版 色 }0YR5/1 細 砂 質 土 
5. 宰 灰 色 10YR4/1 細 砂 質 土 (Mn まばら に 含む ) 
6@. 灰 黄 褐色 10YR5/2 細 砂 質 土 
7. に ぶ い 黄 色 2.5Y6/3 細 砂 質 土 

o (S=1/50) 2m 

調査 区 平面 ・ 層 序 図 1 
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SD1 

No.281 (D 地 点 ) 

1. 灰 黄色 2.5Y6/2 極 細 砂 質 土 
2. に ぶ ぷ い 黄 樽 色 10YR7/2 極 細 砂 質 土 
3. 控 黄 掲 色 10YR6/2 極 細 砂 質 土 (Fe 多く 含む )》 
4. 灰 黄 褐 色 10YR5/2 粘 極細 砂 質 土 
5. に ぶ い 黄 褐 色 10YR5/3 粘 極細 砂 質 土 (Fe わずか に 含 
6. 褐 灰色 10YR5/1 粘 質 土 
7. 褐 灰色 10YR4/1 粘 質 土 (Ma わずか に 含む * 
8. に ぷ い 黄 色 2.5Y6/3 粘 質 土 
9. に ぶ ぷ い 黄 色 2.5Y6/4 粘 検 細 砂 質 土 

ぜ ) 

No.205 (E 地 点 ) 
灰 オ リー ブ 色 5Y5/2? 極 組 砂 質 土 

・ 族 黄 色 2.5Y6/2 極 細 砂 質 土 Fe わずか に 含む 〉 
お つっ 海 部員 お < コ ze 沿海 寺 

・ 談 白色 10YR7/1 細 砂 質 土 (Mn まばら に 含む ) 
灰 黄 褐色 10YR4/2 土 

. 暴 褐 色 10YR3/1 粘 質 土 

. 補 灰 色 10RY4/{ 結 質 土 
. 磁 混 オリ ー プ ブ 黄色 5Y6/3 砂 (の 10cm 以 下 礎 多 く 含む ) 
. 礎 混 和央 オリ ー ブ 色 5Y4/2 砂 (の 20cm 以 下 礎 多 く 含む ) も

 8
L
9
S
9
 

ゥ
 3
 て
 4
 

NE 

No.228 (H 地 点 ) 

1. 灰 黄 褐色 10YR5/2 砂 質 土 
2. 福 灰 色 10YR5/1 砂 質 土 

3. 時 褐色 7.5YR3/1 粘 砂 賃 土 十 灰 黄 褐 色 10YR5/2 砂 質 土 

25.90 名 

る 

E
 品
 ら
 - 

4. 楊 灰色 10YR5/1 砂 質 土 十 に ぶ い 黄 楊 色 10YR7/4 砂 質 土 (FerMn 含 む ) 
5. 福 灰 色 10YR5/1 粘 砂 質 土 
6. に ぶ ぷ い 黄 栓 色 10YR7/4 砂 質 土 (FeMn 含 む ) 

調査 区 平面 
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No.198 (E 地 点 ) 

1. 灰 オ リー ブ 色 5Y5/2 極 細 砂 質 土 
タ . 灰 黄 宰 色 10YR6/2 細 秒 質 圭 
3. 暑 褐 色 10YR3/2 土 
4, 明 黄 褐色 2.5Y8/6 土 

3 
ー
ー
 

E
o
 

No.194 (G 地 点 ) 

1. に ぶ ぷ い 黄 栓 色 10YR7/2 極 細 砂 質 土 (Fe わずか に 含む ) 
2. に ぶ ぷ い 黄 枯 色 10YR7/3 極 細 砂 質 土 (Fe 多く 含む ) 
3, 揚 灰色 10YR5/1 土 
4. 礎 混 褐 灰 色 10YR4/1 土 (の 5cm 以 下 春 ま ば ら に 含む )〉 
5, 明 黄 褐色 10YR7/6 土 (Mn わずか に 含む ) 

26.99m 

序 図 2 

No.185 (I 地点 ) 
1. 礎 混 に ぶ い 世 栓 色 10YR6/4 極 細 砂 質 土 (Fe まばら に ・ ゅ 5cm 以 下 嫌 わずか に 含む )〉 
2. 礎 混 灰 黄 褐 色 10YR6/2 細 砂 質 土 ( の 5cm 以 下 礎 わ ず か に 含む ) 
3. 媒 混 に ぶ い 黄 梅 色 10YR7/2 細 砂 賀 土 (Mn まばら に ・ ゅ 5cm 以 下 森 含む ) 
4. 嫌 混 褐 灰 色 10YR6/1 細 砂 質 土 (Mn まばら に ・ ゅ 5cm 以 下 婦 含 む ) 
5. 混 黒褐色 f0YR3/1 土 《 ゅ 30cm 以 下 礎 多 く 含む ) 

(S=1/50) 2m 



ノブ ヒン ーー ン 

衝 

/ IV /\ リン へ ビー 9 GS の 20mm 
13 14 15 ビー ニニ ーー ニー ニニ ーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニーー ニ ーー 一 12 

1 No.205 5 層 2・3・4・5 No.205 7 層 6・7・8・9・10 No205 8 層 11 No208 SD1 

12 No.232 SD2 13 No.232 P3 14 No.281 3 層 15 No.281 SD1 

調査 区 出土 遺物 

2. まとめ 

平成 25・26 年 度 の 調査 に お いて 、 大 きく 9 ヶ所 (AI 地点 ) で 遺構 また は 遺物 包含 層 な ど を 確認 
する こと が で きた 。 

人 地点 は 調査 地 北 西部 に あり 、 嫁 ヶ 渕 遺跡 の 範囲 と 考え られ る 。No. 291 調査 区 は 、 黄 色 系 の 土 層 が 
広がり 、 奈 良 ・ 平 安 時 代 の 遺物 が 少量 出土 し て いる こと か ら 、 遺 跡 の 周縁 部 に あたる と 思わ れる 。B・ 
C・D 地 点 は 調査 地 西 部 南西 部 に 位置 する 。B 地 点 は 遺構 の 分 布 と 遺物 が 非常 に 少な く 、 小 規模 な 人 箇 
囲 を 想定 する 。 で C 地 点 は 牛 内 川 の 北側 に あり 、 柱 穴 と 思わ れる 遺構 が 認め られ る こと か ら 、 中 世 の 集落 
が 広がっ て いる と 考え られ る 。D 地 点 は 弥生 ・ 奈 良 時 代 、 中 世 の 集 落 が 想定 され る 。 こ の 3 地点 を 合わ 
せ て 木 辺 遺 跡 と する 。 到 地点 は 調査 地 南 部 、 従 来 か ら の 国 衛 廃 寺跡 周辺 に 位置 する 。 時 期 的 に は 古代 
中 世 初 め 頃 が 想定 され 、No. 205 調査 区 な どか ら や や まとまっ て 遺物 が 出土 し て お り 注 意 さ れる 。F 地 
点 は 調査 地 中 央 東 寄 り に あり 、25 年 度 の 調査 か ら 遺 構 は 溝 が 中 心 で 遺物 が 少な く 、 居 住 城 か ら 外 れ た 
よう な 状況 で ある 。 時 期 は 平安 時 代 ー 中 世 が 想定 され る 。G 地 点 は 調査 地 南 部 に あり 、 柱 穴 と 思わ れる 

遺構 な ど を 確認 し て お り 、 中 世 と 考え られ る 。[ 地点 は 調査 地 中 央 東 寄 り に あり 、 明 確 な 遺構 は 確認 で 
き て いな い が 、 出 土 遺 物 か ら 時 期 的 に 古代 中 世 が 想定 され る 。 了 EE・F・G・{ の 4 地点 を 国 衛 廃 寺跡 
と する 。 了 H 地 点 は 調査 地 北 東部 の 馬 乗 捨 川 西南 沿い に あり 、25 年 度 の 調査 に お いて 長手 遺跡 と し た 

部 分 で 、 今 回 の 調査 に お いて も 中 世 の 遺 構 や 遺物 が 確認 で き て お り 、 集 落 が 広がる と 考え られ る 。 

(坂口 
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